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○…制御棒クラスタ(33 体) 

□…燃料集合体(121 体) 90° 

原子炉容器 

炉心バッフル 

熱遮へい体

180° 0° 

燃料集合体 

制御棒クラスタ取付位置 

270° 炉心そう 

制御棒クラスタ配置図 
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化学体積制御系 
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Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＦＦ
Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｆ

冷却材貯蔵タ ン ク

１ 次系純水

ほう 酸混合器

ほう 酸

濃縮液

ほう 酸タ ン ク

１ 次系薬品

タ ン ク

燃料取替

用水タ ン ク

ほう 酸ポン プ
充てんポンプ

水素

封水冷却器

気体廃棄物

処理系

非再生冷却器

体積制御

タン ク

抽出

オリ フィ ス

再生熱交換器

１ 次冷却材

ポン プ

１ 次冷却材

ポン プ

原子炉格納容器外原子炉格納容器内

Ｆ フ ィ ル タ

凡 例

原子炉補機冷却水系

原子炉補機冷却水系

原子炉補機
冷却水系

格納容器冷却材
ドレンタンク

蒸気
発生器

蒸気
発生器

原子炉
容器

加圧器

ほう素除去
脱塩塔

冷却材
陽イオン
脱塩塔

冷却材混床式
脱塩塔

余剰抽出
冷却器
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Ｎ2

加圧器逃がしタ ン ク

ベン ト ヘッ ダ

原子炉補給水

Ｍ

Ｍ

ＬＰ

ヒ
ー

タ

加圧器

蒸 気

発生器

主蒸気出口

給水入口

蒸 気

発生器

主蒸気出口

給水入口

１ 次冷却材ポンプ

化学体積制御系

化学体積制御系

補助スプ レイ ライ ン

サン プリ ン グ系 へ

余熱除去系 へ

化学体積制御
系よ り

安全注入
系よ り

化学体積制御
系 より
(充てん系 )

余熱除去系 へ

化学体積制御系 へ
(抽出系 )

化学体積制御系 へ
(余剰抽出系 )

原子炉

容 器

Ｌ

Ｐ 圧 力 計

水 位 計

凡 例

安全注入系よ り

安全注入
系より

安全注入系よ り

原子炉補機
冷却水系

原子炉補機
冷却水系

加圧器

加圧器
逃がし弁 加圧器

安全弁

格納容器冷却材
ドレンタンク

１次冷却系 
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N2マニホールド
燃 料 取 替
用水タンク

MM

M

M

M

M

M
M

M

M

M
M

M

M

M

M

M

M

M

S

S

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M 格納容器
スプレイポンプ

高圧注入ポンプ
ほう酸注入タンク

余熱除去ポンプ

余熱除去冷却器

格納容器
再循環サンプ

ループB
高温側

ループA
高温側

原子炉
容器

ループB
低温側

ループA
低温側

蓄圧
タンク

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

オリフィス

テストライン

格納容器隔離信号

S

T

T

T

凡 例

M

M

原子炉格納容器

T
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非常用炉心冷却系 

 



 

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

蒸気発生器

1次冷却材ポンプ

1次冷却材ポンプ

蒸気発生器
原子炉
容器

格納容器
再循環サンプ

格納容器
スプレイポンプ

燃料取替用水タンク

余熱除去ポンプ

高圧注入ポンプ

余熱除去冷却器

M

M

M

M

M

原子炉補機冷却水

原子炉補機冷却水
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余熱除去系 
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復水および給水

主蒸気

1次冷却系

原子炉格納容器
加
圧
器

蒸
気
発
生
器

原子炉
容器

復 水
タンク

電動
補助給水ポンプ

タービン動
補助給水ポンプ

主給水

２次系設備 

3
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ポンプ

給水
ブースタ
ポンプ

脱気器

復水脱
塩装置

グランド
コンデンサ

復水ブースタ
ポンプ

復水ポンプ

第3
給水加熱器

第5
給水加熱器

給水加熱器 給水加熱器

第2 第1
第2 第1

復水器
ホットウェル

復水器
ホットウェル

低圧タービン 低圧タービン高圧タービン

主蒸気
止め弁

主蒸気
止め弁

湿分分離
加熱器

湿分分離
加熱器

主蒸気
安全弁

主蒸気隔離弁R

RR

R

インターセプト弁

再熱蒸気止め弁

放射線モニタ

R.S.V

I.C.V

R

R.S.V I.C.V

R.S.V I.C.V

R.S.V I.C.V

R.S.V I.C.V

凡例

蒸
気
発
生
器

主蒸気ダンプ弁

主蒸気
逃がし弁

空気抽出器

空気抽出器

蒸気
加減弁

蒸気
加減弁
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原子炉格納容器 
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M

M M

M

M

M

M

M

格納容器スプレイリング テストライン

P

P

格納容器
スプレイ冷却器

格納容器
スプレイ冷却器

格納容器
スプレイポンプ

格納容器
スプレイポンプ

格納容器再循
環サンプより

P

P

スプレイ
エダクタ

格納容器再循
環サンプより

薬品タンク

燃料取替
用水タンク

格納容器スプレイ信号P

よう素除去

スプレイ
エダクタ

凡 例

原子炉格納容器

P

P
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格納容器スプレイ系 

 



 

 

よう素用フィルタ

湿分分離器

ラフフィルタ

微粒子フィルタ

ＤＭ

ＣＣ

ＨＣ

ＲＨＣ

冷却コイル

加熱コイル

再熱コイル

自動ダンパ（空気作動）

自動バタフライ弁

（空気作動無漏えい型）

自動バタフライ弁

（空気作動）

R
H
C

H
C

大気より 格納容器給気ファン

格納容器空気
再循環設備

格納容器排気ファン

アニュラス空気再循環設備

排気筒へ

原子炉格納容器
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アニュラス空気再循環系 
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電源系 
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D/G D/G

G
発電機1号 所内変圧器1号

主変圧器1号 起動変圧器1号

187kV

起動変圧器2号

66kV

予備変圧器

2号炉へ

6.6kV 6-1A母線 6.6kV 6-1C母線 6.6kV 6-1D母線 6.6kV 6-1B母線

動力変圧器1A 動力変圧器1C 動力変圧器1D 動力変圧器1B 動力変圧器1E

440V 4-1A母線 440V 4-1C母線 440V 4-1D母線 440V 4-1B母線 440V 4-1E母線

2号炉へ

2号炉へ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

1A

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

1B

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
1A

主
給
水
ポ
ン
プ
1A

給
水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ
1A

復
水
ポ
ン
プ
1A

復
水
ポ
ン
プ
1B

循
環
水
ポ
ン
プ
1A

復
水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ
1A

復
水
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ
1B

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
1A

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
1A

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
1B

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ

空
調
用
冷
凍
機
1A

海
水
ポ
ン
プ
1A

海
水
ポ
ン
プ
1B

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
1A

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
1A

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
1B

海
水
ポ
ン
プ
1C

海
水
ポ
ン
プ
1D

碍
子
洗
浄
ポ
ン
プ

所
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
１
号

電
動
消
火
ポ
ン
プ

保
修
用
動
力
変
圧
器
２
号

屋
内
開
閉
所
電
源
切
替
盤

取
水
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
１
号

保
修
用
動
力
変
圧
器
１
号

サ
ー
ビ
ス
ビ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

1C 1D

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ

空
調
用
冷
凍
機
1B

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
1B

1B

循
環
水
ポ
ン
プ
1B

復
水
ポ
ン
プ
1C

主
給
水
ポ
ン
プ
1B

1B

主
給
水
ポ
ン
プ
1C

1C 1C

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
1B

制
御
棒
駆
動
電
源
Ｍ-

Ｇ
セ
ッ
ト

1A

低
圧
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
1A

原
子
炉
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1A

タ
ー
ビ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1A

補
助
建
家
排
気
フ
ァ
ン
1B

定
検
用
作
業
電
源
動
力
盤

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
1A

格
納
容
器
動
力
盤
ポ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン

充
て
ん
ポ
ン
プ
1A

充
て
ん
ポ
ン
プ
1B

格
納
容
器
再
循
環
フ
ァ
ン
1A

格
納
容
器
再
循
環
フ
ァ
ン
1B

加
圧
器
後
備
ヒ
ー
タ

1A

軸
受
冷
却
水
ポ
ン
プ

1A

余
熱
除
去
ポ
ン
プ

1A

タ
ー
ビ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1C

原
子
炉
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1C1

原
子
炉
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1C2

ヒ
ー
ト
ト
レ
ー
ス
電
源

1A

補
助
建
家
排
気
フ
ァ
ン

1A

充
て
ん
ポ
ン
プ
1B

原
子
炉
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1D1

原
子
炉
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1D2

軸
受
冷
却
水
ポ
ン
プ

1C

加
圧
器
制
御
ヒ
ー
タ
１
号

余
熱
除
去
ポ
ン
プ

1B

加
圧
器
後
備
ヒ
ー
タ

1B

格
納
容
器
再
循
環
フ
ァ
ン
1C

格
納
容
器
再
循
環
フ
ァ
ン
1D

補
助
建
家
排
気
フ
ァ
ン

1C

充
て
ん
ポ
ン
プ
1C

ヒ
ー
ト
ト
レ
ー
ス
電
源

1B

軸
受
冷
却
水
ポ
ン
プ

1B

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
1B

タ
ー
ビ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1B

原
子
炉
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
1B

低
圧
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
1B

補
助
油
ポ
ン
プ
１
号

制
御
棒
駆
動
電
源
Ｍ-

Ｇ
セ
ッ
ト

1B

タ
ー
ビ
ン
建
家
換
気
設
備
電
源

所
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
２
号

タ
ー
ビ
ン
室
天
井
ク
レ
ー
ン

純
水
装
置
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

格
納
容
器
動
力
盤

ポ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
後
備
電
源
１
号

187kV 187kV

1号
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原子炉補機冷却水
サージタンク

原子炉補機
冷却水ポンプ

原子炉補機冷却水
冷却器

海
水

海
水

海
水

海
水

余熱除去冷却器

格納容器スプレイポンプ軸受

高圧注入ポンプ軸受

充てんポンプモータ等

格納容器スプレイ冷却器

余熱除去ポンプ軸受

使用済燃料ピット冷却器

格納容器再循環ユニット

格納容器貫通部

蒸気管

給水管

余熱除去冷却器

格納容器スプレイポンプ軸受

高圧注入ポンプ軸受

充てんポンプモータ等

格納容器スプレイ冷却器

余熱除去ポンプ軸受

使用済燃料ピット冷却器

格納容器再循環ユニット

格納容器貫通部

蒸気管

給水管

余
剰
抽
出
冷
却
器

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
駆
動

装
置
空
気
冷
却
設
備

ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン

サ
ン
プ
ル
冷
却
器

サ
ン
プ
ル
冷
却
器

ガ
ス
圧
縮
機

廃
液
蒸
発
装
置

ほ
う
酸
回
収
装
置

非
再
生
冷
却
器

封
水
冷
却
器

１
次
系
補
助
蒸
気

復
水
モ
ニ
タ
冷
却
器

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉補機冷却水系 
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原子炉補機冷却水
冷却器

原子炉補機冷却水
冷却器

原子炉補機冷却水
冷却器

原子炉補機冷却水
冷却器

ディーゼル発電機

ディーゼル発電機

S S S

海水ポンプ

放水口

S

２次系 M

M

M

M

M

M

 
原子炉補機冷却海水系 
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制御用空気系

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 添

付
資
料
－
３
．
１
．
１
５
 

 
 
 
 
 

使用済燃料ピット水浄化冷却系 
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発電所災害対策本部分掌業務 

（本部長）

原子力防災管理者

（所長）

（副本部長）

副原子力防災管理者

（所長代理、

安全管理部長）

（総括） 情報連絡班 ・本店災害対策総本部との指令受理、情報伝達

原子力防災管理者が ・各災害対策本部との情報伝達

指名した者 ・各班情報の収集

・国および愛媛県、伊方町への情報連絡

・原子力災害合同対策会議における情報の交換

報 道 班 ・特定事象が発生した場合における当該特定事象

に関する広報

・周辺市町、警察署、消防本部、海上保安部等への

情報連絡

運 転 班 ・事故状況の把握

・事故拡大防止に必要な運転上の措置

・発電所施設の保安維持

調査復旧班 ・事故状況の把握評価

・事故影響範囲の推定

・事故拡大防止対策の検討

・応急復旧計画の樹立およびこれに基づく措置

・事故復旧計画の樹立

・施設設備の整備および点検ならびに応急の復旧

技術支援班 ・発電所内外の放射線・放射能の状況把握

・被ばく管理、汚染管理

・放射性物質による汚染の除去

・他の原子力事業者からの応援者との連絡調整

総 務 班 ・所内への周知

・避難誘導・救護・警備対策

・緊急被ばく医療の実施

・食料、被服、宿泊の調達手配

・資機材の調達輸送

・火災を伴う場合の消火活動

（ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ派遣） ・原子力災害合同対策協議会における情報の交換

・主務大臣、関係地方公共団体の長その他関係者と

の連絡調整

・原子力災害合同対策協議会における緊急事態応急

対策についての相互の協力

 

3- 59



   
添付資料－３．３．２ 

 
発電所災害対策本部員の非常招集連絡経路  

発電所

連絡責任者 所内放送

連絡当番者 （通常勤務時間帯の場合）

原子力防災管理者

副原子力防災管理者

発電所災害対策本部

各班長

発電所災害対策本部

各班員
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総合事務所の概要  

構造 鉄筋コンクリート造（免震構造） 

階数 7 階建（高さ 約 32ｍ） 

延床面積 約 6,770ｍ2 

建築面積 約 1,000ｍ2 

〔概観〕 

 

〔概要図〕 

 



添付資料－３．３．４（１／２） 
非常事態発生時の連絡経路 

（１）通報連絡経路 

愛媛県庁(原子力安全対策課)

愛媛県原子力センター

愛媛県南予地方局八幡浜支局（総務県民室）

伊方町（政策推進課 原子力対策室）

八幡浜市（危機管理・原子力対策室）

西予市、大洲市

愛媛県警察本部
発電所

八幡浜警察署
事象発見者

八幡浜地区施設事務組合消防本部

当 直 長 松山海上保安部

宇和島海上保安部
連絡責任者
連絡当番者 地区連絡要員（亀浦、鳥津、九町）

経済産業省 資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁 原子力安全・保安院
原子力防災管理者 原子力防災課（経済産業大臣）

中国四国産業保安監督部 四国支部 電力安全課

四国経済産業局

本店 原子力保安検査官（原子力防災専門官）

連絡当番者（正） 文部科学省 科学技術・学術政策局
または 原子力安全課 防災環境対策室
連絡当番者（副）

内閣官房

内閣府 政策統括官付

原災法第１０条
第１項に基づく
通報先

一斉ＦＡＸ

電話によるＦＡＸ
着信確認

電話によるＦＡＸ
送信連絡
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非常事態発生時の連絡経路 
（２）情報連絡経路 

愛媛県庁(原子力安全対策課)

愛媛県原子力センター

愛媛県南予地方局八幡浜支局（総務県民室）

伊方町（政策推進課 原子力対策室）

八幡浜市（危機管理・原子力対策室）

西予市、大洲市

愛媛県警察本部

発電所災害対策本部 八幡浜警察署

八幡浜地区施設事務組合消防本部

災害対策本部長

松山海上保安部

宇和島海上保安部

情 報 連 絡 班

報 道 班 地区連絡要員（亀浦、鳥津、九町）

経済産業省 資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁 原子力安全・保安院

本店災害対策総本部 原子力防災課（経済産業大臣）

情報連絡班

中国四国産業保安監督部 四国支部 電力安全課

東京支社災害対策本部 四国経済産業局

情報連絡班

原子力保安検査官（原子力防災専門官）

松山原子力本部災害対

策本部 情報連絡班 文部科学省 科学技術・学術政策局

原子力安全課 防災環境対策室

内閣官房

現地事故対策連絡会議または原子力災害合同対策

協議会（オフサイトセンター）

愛媛県災害対策本部 ※

伊方町災害対策本部 ※

原子力災害対策本部（内閣府内）

または関係省庁事故対策連絡会議

：原災法第２５条第２項に基づく応急措置の報告先

※ ：災害対策本部等が設置されている場合に限る。
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アクシデントマネジメント関連手順書類等の構成概要 

運
　
転
　
員
　
用

支
　
援
　
組
　
織
　
用

故障・事故処理内規 故障・事故処理内規
（第二部）

故障・事故処理内規
（第三部）

設計基準事象の想定シナ
リオに基づく操作手順を
記載

炉心損傷後に、炉心損傷
の影響を緩和するための
操作手順を記載

アクシデント
マネジメント
策の判断方法

知識データベース

炉心損傷後のアクシデント
マネジメント策をプラント
状態に応じて総合的に判断
するための、情報の整理と
判断方法

アクシデントマネジメント策
を実施する上で必要な、技術
的な情報／根拠をまとめたデ
ータベース

　手順書移行

情報提供

アクシデントマネジメントガイドライン

炉 心 損 傷フェーズⅠＡＭ設 計 基 準 事 象 フェーズⅡＡＭ

設計想定外の事象が発生
した場合に、炉心損傷を
防止するための操作手順
を記載

運転総括内規
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教育の種類 対 象 者 頻 度 教  育  内  容 

・防災教育 
・保安規定に基づく保
安教育 

・アクシデントマネジ
メント（Ａ教育） 

・発電所災害対策本部員 １回／年 
・原子力防災組織および活動に関する知識 
・緊急事態応急対策等の原子力災害対策活動に関する知識 
・シビアアクシデントの物理現象およびアクシデントマネ

ジメントの概要 

・アクシデントマネジ
メント（Ｂ教育） 

・アクシデントマネジメント 
支援組織（防災管理者、総括､運転
班、調査復旧班、技術支援班） 

・発電課当直の班長以上 
１回／年 

・炉心損傷以降の当直への支援活動に必要な知識 
・アクシデントマネジメントガイドラインを用いたアクシ

デントマネジメント策の検討および実施に関する知識 

・アクシデントマネジ
メント（Ｃ教育） 

・アクシデントマネジメント 
 支援組織（総括、運転班） 
・発電課当直の班長以上 

１回／年 ・炉心損傷以降において運転員に必要な知識 

 

 
アクシデントマネジメントに関する教育等の内容、方法および頻度 
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項 目 解 析 条 件 

対象プラント ・ ２ループプラント 

初期条件 
・ 原子炉出力、原子炉圧力、１次冷却材平均温度等の初期条件は設計 

最確値 

外乱 

・ 時刻０秒で外部電源喪失の発生を想定し、タービントリップ、主給水喪失、 

１次冷却材ポンプのコーストダウンを仮定する。 

・ １次冷却材ポンプ母線電圧低信号による原子炉トリップを仮定。 

補助給水流量 

・ １分後に補助給水を開始する。（蒸気発生器２基へ） 

・ 補助給水流量は蒸気発生器水位が狭域水位内に維持できるよう流量を 

調整する。 

運転員操作 ・ 30 分後に主蒸気逃がし弁を全開にして強制冷却を開始する。 

蓄圧タンク 

・ 原子炉圧力の低下に伴いほう酸水が１次冷却系統に注入される。 

・ １次冷却材圧力が 2.4MPa[gage]まで低下した時点で蓄圧タンクの出口 

弁を閉止する。 

崩壊熱 
・ ＦＰ：日本原子力学会推奨値 

・ アクチニド：ＯＲＩＧＥＮ２ 

漏えい量 
・ 定格運転状態（圧力約 15.4MPa、温度約 288℃）において、1.5m3/h/RCP 

 相当の漏えい量となる口径を仮定 

 

 

 

 

 

番 

号 
主要な事象進展・運転操作 経過時間 

備 考 

 ・ 全交流電源喪失事象発生 0 秒  

① ・ 原子炉トリップ 1.5 秒  

② ・ 補助給水ポンプ起動 1 分  

③ ・ 主蒸気逃がし弁手動操作開始 30 分 RCS 温度 224℃を目標に冷却 

④ ・ 蓄圧タンク作動 約１時間 RCS 圧力 5．2ＭＰa［gage］ 

⑤ ・ 蓄圧タンクの出口弁を手動閉止 約４３時間 RCS 圧力 2．4ＭＰa［gage］ 

⑥ ・ 主蒸気逃がし弁手動操作 約４３時間 RCS 温度 170℃を目標に冷却 

⑦ ・ １次冷却材ポンプからの漏えい停止 約４５時間 RCS 圧力 0．83ＭＰa［gage］ 

⑧ ・ 安定な冷却状態到達 約６４時間 
RCS 圧力 0．7ＭＰa［gage］ 

（RCS 温度 170℃） 

 

 
全交流電源喪失事象時の冷却シナリオの成立性確認に係る解析条件と解析結果について 

○ 解析結果に係る説明 ○ 

  本解析における主要な事象進展や運転操作ならびに事象発生からの経過時間については、以下

のとおりである。 
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電源車等による給電方法
（伊方１号機）

直流電源

AC6600VDC125V

添付資料－３．４．２

手順2

電源車からの給電路の準備

手順3

電源車等からの給電路の準備

手順1手順1
亀浦変電所からの

配電線路の健全性確認

手順3

電源車接続準備

手順4

電源車等接続準備

手順4

電源車接続

手順5

電源車等接続

手順5

電源車からの給電開始

手順6

電源車等からの給電開始

・電源車を準備

・電源車等給電用ケーブルの確認

・中継盤、電源車等接続

・電源車等接続用の隔離

計装用電源

安全系

低圧母線

中継
端子盤

AC440V

安全系

高圧母線

手順1手順2
電源車の準備

（EL.３２ｍ）

・高圧受電盤にて電圧確認

亀浦変電所

3-67

：接続ケーブル

：常設ケーブル

中継
端子盤

高圧
受電盤



タービン動補助給水ポンプ

主蒸気

主給水

淡水タンク

海水

消防自動車

蒸気発生器

主蒸気逃がし弁

２次系純水
タンク

ディーゼル駆動
消火ポンプ

可搬型消防
ポンプ

屋外消火栓等

手順①

手順②

手順③ 手順④

手順⑤

タービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への給水系統概要図

タービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への給水方法
（伊方１号機）

防火水槽

水源は本手順のとおり使用する。
使用できない場合は、次の水源を使用する。復水タンク

からの水補給

２次系純水タンクからの水補給

手順①

淡水タンクからの水補給
［ディーゼル駆動消火ポンプ]

淡水タンクからの水補給
［消防自動車］

手順④

海水からの水補給
［消防自動車、可搬型消防ポンプ］

手順⑤

・消防自動車等により防火水槽へ注水し、防火水槽から
消防自動車等により復水タンク、２次系純水タンクに注水

・淡水タンクからディーゼル駆動
消火ポンプにより復水タンク、
２次系純水タンクに注水

・既存設備を利用

・既存設備を利用

・淡水タンクから消防自動
車により復水タンク、２次
系純水タンクに注水

復水タンク

または

消防自動車

添付資料－３．４．３
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手順②

手順③



使用済燃料ピットへの水補給方法
（伊方１号機）

２次系純水タンクからの水補給

燃料取替用水タンクからの水補給

手順②

手順①

・既存設備を利用

・既存設備を利用

淡水タンクからの水補給
［ディーゼル駆動消火ポンプ］

手順③

淡水タンクからの水補給
［消防自動車］

手順④

海水からの水補給
［消防自動車、可搬型消防ポンプ］

手順⑤

・淡水タンクからディーゼル駆動
消火ポンプにより注水

・消防自動車等により防火水槽へ注水し、
防火水槽から消防自動車等により注水

・淡水タンクから消防
自動車により注水

水源は本手順のとおり使用する。
使用できない場合は、次の水源を使用する。

添付資料－３．４．４
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使用済燃料
ピット

原子炉補助建家 屋外

水位低下分を
適宜補給

海水

消防自動車

ディーゼル駆動
消火ポンプ

可搬型消防
ポンプ

手順① 手順②

手順③

手順④

手順⑤

使用済燃料

防火水槽

淡水
タンク

燃料取替
用水タンク

２次系純水
タンク

消防自動車

または

使用済燃料ピットへの水補給系統概要図

送水口

扉開放

恒設配管



代替海水供給対策
（概要）

蓄圧タンク

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

１次冷却材
ポンプ

制御棒

高圧注入ポンプ

格納容器
スプレイポンプ

余熱除去ポンプ

電動消火
ポンプ

消火系へ

格納容器
再循環サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレイ

ディーゼル駆動
消火ポンプ

放水口へ

非常用ディーゼル
発電機

海水ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

燃料取替
用水タンク 主蒸気

蒸気タービンへ

駆動用蒸気

原子炉補
助建家

使用済燃料
ピット

淡水
タンク

Ｍ

主蒸気逃がし弁

タービン動補助給水ポンプ

復水

タンクＭ

電動補助給水ポンプ

添付資料-３．４．５（１／３）
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海水ポンプ
海水

ストレーナー原子炉補機
冷却水冷却器

非常用ディーゼル発電機

海水海水取水用
水中ポンプ
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代替海水供給対策 

（海水取水用水中ポンプの性能） 

 
    ○海水取水用水中ポンプの性能確認結果を下表に示す。 

 

【海水取水用水中ポンプ】 

仕 
 

様 

   台数 
流量   (m3/h/台) 
全揚程  (m) 
設置 EL. (m) 
電圧（V），電流（A） 

8 
216 
35 

-8.9 
200V,131A 

原子炉補機冷却水冷却器(m3/h/基) 900 流
量 

非常用ディーゼル発電機(m3/h/基)  225 
1,125 

原子炉補機冷却水冷却器 7.6 
系統圧損(m) 

非常用ディーゼル発電機 17.6 

17.6 
(最大値を選択)

静水頭レベル(m) 24.7 

       圧 損 合 計(m) 42.3 

揚程(m) 44.0 
水中ポンプ 
〔性能曲線図より〕 

流量(m3/h) 
150m3/h/台 

（1,200 m3/h） 
 
 

（参考）【海水ポンプ】 

仕 
 
様 

   台数 
流量    (m3/h/台) 
全揚程   (m) 
設計基準水位 EL.(m) 

4 
2,500 
39 

-3.5 

原子炉補機冷却水冷却器(m3/h/基) 1,200 

非常用ディーゼル発電機(m3/h/基)   225 

空調用冷凍機     (m3/h/基)   220 

流
量 

海水ポンプ潤滑水   (m3/h/台)     5 

1650 

配管･機器(m) 27 
系統圧損 

余  裕(m) 2 

静水頭レベル(EL.)差(m) 10 

         圧 損 合 計(m) 39 

揚程(m) 39 海水ポンプ 
〔性能曲線図より〕 流量(m3/h) 2,500 
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安全系動力変圧器
6,600/440V

充
て
ん
ポ
ン
プ

ほ
う
酸
ポ
ン
プ

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ

蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁

充電器の定格入力容量：116kVA
必要負荷の評価としては、負荷積上
げ値よりも大きく安全側で評価できる
定格入力容量で見積もる。

そ
の
他
（
放
射
線
監
視
装
置
他
）

安
全
保
護
計
装
装
置

炉
外
核
計
装
装
置

計装用母線の負荷

インバータ

計装用電源装置
Ａ，Ｂ系

所
内
開
閉
装
置
制
御
電
源

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
起
動
盤

そ
の
他

安全系高圧母線Ａ系またはＢ系

安全系低圧母線Ａ系またはＢ系

中
央
制
御
室
空
調
設
備

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
設
備

蓄電池

充電器

直流電源装置
Ａ系またはＢ系

直流母線の負荷

⑤ 必要容量

そ
の
他

(

Ｓ
Ｆ
Ｐ
ポ
ン
プ
等)

③

②

海
水
ポ
ン
プ

ま
た
は

海
水
取
水
用
水
中
ポ
ン
プ

①

⑥

④

電源車

電源車の配備容量
1,825kVA

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

116 21 9 1,354 1,500 11

[単位：ｋＶＡ]

*3：蓄圧タンク出口弁の閉止容量について

　　蓄圧タンク出口弁（コントロールセンタ負荷電動弁）閉止操作のため電源が必要であるが、出口弁の閉止にかかる

　　時間は短時間であり、その後は操作することがないため、閉止に係る短時間の操作電力は配備容量の余裕分で給電

　　できることから、必要容量に含めていない。

電源車の配備（伊方１号機）
（２）原子炉除熱、運転監視継続のために必要な機器類の電源容量

プラント 直流電源 必要容量 配備容量
計装用電源

（交流入力）

中央制御室

空調設備

アニュラス

空気再循環設備

低温停止に

必要な補機類
*2

*2：海水冷却系統の海水取水用水中ポンプと海水ポンプ（モータ取替復旧後）のうち、容量の大きい海水ポンプで見積もる。

*1：計器用電源Ａ系、Ｂ系は、直流電源負荷に含まれる。

容量余裕
蓄圧タンク出口弁

閉止容量
*3

伊方１号 1,825 3250*1

添付資料-３．４．６（２／２）
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タービン動補助給水ポンプ

主蒸気

主給水

淡水タンク

海水

蒸気発生器

主蒸気逃がし弁

２次系純水
タンク

ディーゼル駆動
消火ポンプ

可搬型消防ポンプ（2台）

屋外消火栓等

防火水槽

復水タンク

消防自動車

EL.10m以下

可搬型消防ポンプ（2台）

EL.10m

EL.32m

タービン動補助給水ポンプ

主蒸気

主給水

淡水タンク

海水

蒸気発生器

主蒸気逃がし弁

２次系純水
タンク

ディーゼル駆動
消火ポンプ

屋外消火栓等

防火水槽

復水タンク

消防自動車

EL.10m以下

EL.10m

消防自動車による海水給水
（消防自動車のEL.10m以下への移動要）

可搬型消防ポンプによる海水給水
（消防自動車のEL.10m以下への移動不要）

緊急時
対策所

１号

２号
３号

タービン建屋

タ
ー
ビ

ン
建
屋 EL.32m

原
子
炉

補
助
建
家

EL.10m

（１）ホイールローダにより、消防自動車等のアクセスルートを復旧後、消防自動車２台をEL.32m→EL.10m以下に移動

（①、②）し、復水タンクに海水を給水

（２）消防自動車１台をEL.32mにて移動（①）し、可搬型消防ポンプ４台を台車等によりEL.10m以下に運搬（②、③）し、

復水タンクに海水を給水（アクセスルートの復旧不要）

消防自動車保管場所
（EL.32m）

海水取水箇所
（EL.10m以下）

海水取水箇所
（EL.10m以下）

：可搬型消防ポンプ配置場所

：消防自動車配置場所

EL.32m→EL.10m以下

への消防自動車の
移動ルート

可搬型消防ポンプ
保管場所（EL.10m）

台車等による可搬型消
防ポンプの運搬ルート

EL.32m→EL.32m
での消防自動車の

移動ルート

①

②

③

①

②

①

②
③

①

②

消防自動車等の配備
（海水給水手段の多様化）

（１）

（２）
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